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６
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歯
科
医
療
制
度

は
、
大
き
く
６
つ
に
分
類
さ
れ
る

﹇
１
﹈。
北
欧
モ
デ
ル
、
ベ
バ
リ
ッ
ジ

モ
デ
ル
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
、

ビ
ス
マ
ル
ク
モ
デ
ル
、
南
欧
モ
デ

ル
、
東
欧
モ
デ
ル
で
あ
る
（
図
）。Ｅ

Ｕ
が
統
合
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

間
の
違
い
を
超
え
て
、
歯
科
専
門
家

の
就
業
が
可
能
な
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
異
な
る
歯
科
医
療
制

度
が
連
立
し
て
い
る
。
現
在
、
住
ん

で
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
モ
デ
ル
）
と
比
べ
て
も
、
北
欧

モ
デ
ル
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
人
々

の
口
腔
内
を
見
て
一
目
瞭
然
だ
が
、

同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
モ
デ
ル
の
違

い
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

一
般
市
民
は
不
公
平
を
感
じ
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｕ
統
合
に
よ
っ

て
促
進
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
し

ろ
、
安
い
治
療
を
受
け
る
た
め
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
に
デ
ン
タ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
行
く
こ
と
の
よ
う
だ
。

５
つ
の
特
徴

　

北
欧
モ
デ
ル
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

含
ま
れ
、
そ
の
特
徴
は
、
①
公
立
歯

科
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
が
高
い
（
国

税
、
地
方
税
に
よ
る
固
定
給
）、
②

国
が
中
心
的
な
役
割
を
し
て
い
る
、

③
歯
科
保
健
部
長
（Chief Dental 

Officer

）
が
歯
科
医
師
で
あ
る
、
④

私
立
の
開
業
医
も
ほ
と
ん
ど
国
の
保

険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
⑤
デ
ン

タ
ル
チ
ー
ム
（
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
助
手
、
歯
科
技
工
士
、

受
付
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
）
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
発
達
し
て
い
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

公
立
と
私
立
の
内
訳

　

北
欧
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
は
、
お
よ
そ
一

千
万
人
で
、
小
児
の
約
95
％
、
成
人

の
約
40
％
が
公
立
歯
科
医
院
を
訪
れ

て
い
る
﹇
２
﹈。
そ
の
他
の
人
々

は
、
私
立
の
開
業
歯
科
医
院
に
通
っ

て
い
る
。
就
業
歯
科
医
師
数
は
約
７

６
０
０
人
で
、
そ
の
う
ち
の
53
％
が

公
立
歯
科
医
院
に
勤
務
し
、
就
業
歯

科
衛
生
士
数
は
約
４
１
０
０
人
で
、

そ
の
う
ち
の
58
％
が
公
立
の
歯
科
医

院
に
勤
務
し
て
い
る
（
２
０
１
６
年 

Dr Ewa Ericson 

の
マ
ル
メ
大
学

に
お
け
る
講
演
よ
り
）。
都
市
よ
り

地
方
の
方
が
、
公
立
歯
科
医
院
の
割

合
が
高
い
。
ち
な
み
に
歯
科
衛
生
士

も
独
立
開
業
で
き
る
。

参
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European union. Oral Health Prev 
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超
高
齢
化
や
小
児
の
齲
蝕
罹
患
率
の
低

下
な
ど
日
本
の
歯
科
医
療
が
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後
、
歯
科
医
療

の
需
要
は
ど
う
な
る
の
か
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
研
究
生
活
を
送
る
歯
科
医
師
の
西
真

紀
子
氏
に
歯
科
先
進
国
北
欧
の
歯
科
医
療

の
現
状
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
主

に
北
欧
の
歯
科
医
療
の
最
新
情
報
や
、
私

が
住
ん
で
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歯
科
医

療
に
つ
い
て
も
お
話
し
た
い
。
こ
れ
ら
の

情
報
が
、
日
本
の
未
来
の
歯
科
臨
床

の
あ
り
方
を
予
測
す
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

私
は
、
２
０
０
０
年
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
歯
学
部
カ
リ
オ

ロ
ジ
ー
講
座
に
一
年
間
留
学
し
た
。

そ
の
４
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
ク
リ

ニ
カ
ル
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
』﹇
１
﹈

に
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
、
著
者
の

熊
谷
崇
先
生
ら
の
論
文
を
読
み
、
機

会
が
あ
れ
ば
講
演
を
聞
い
て
い
た
。

臨
床
現
場
で
齲
蝕
を
科
学
的
に
管
理

す
れ
ば
、
齲
蝕
の
発
症
や
再
発
を
防

げ
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
当

時
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
大
学
病
院

以
上
の
実
績
が
発
表
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。『
ク
リ
ニ
カ
ル
カ
リ
オ
ロ

ジ
ー
』
の
中
で
、
科
学
的
根
拠
を
提

た
。

　

１
９
９
９
年
、
熊
谷
先
生
が
大
阪

に
来
ら
れ
た
時
に
、
初
め
て
お
話
す

る
機
会
を
得
、
間
も
な
く
ブ
ラ
ッ
タ

ー
ル
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
熊
谷
先
生
が
マ
ル
メ
大
学
か
ら

名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
年
だ
っ

た
。
私
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
、
理
想

像
や
情
熱
だ
け
は
一
人
前
と
い
っ
た

歯
科
医
師
で
、
煙
た
が
ら
れ
て
も
当

然
だ
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
を
尊
敬

す
る
先
生
に
瞬
時
に
肯
定
し
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
、
驚
き
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
、
そ
の
大
胆
な

ご
判
断
と
、
迅
速
な
行
動
力
か
ら
、

本
当
に
傑
出
し
た
方
な
の
だ
と
実
感

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

様
々
な
国
の
齲
蝕
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手

が
け
て
お
ら
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
し
て
い
た
私
は
、

齲
蝕
の
有
病
率
が
低
い
な
が
ら
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
が
氾
濫
し
つ
つ
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル

を
見
て
、
経
済
発
展
と
共
に
、
日
本
と
同

じ
よ
う
な
齲
蝕
の
洪
水
時
代
が
来
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
最
先
端
の

医
学
的
知
見
を
導
入
す
れ
ば
、
有
病
率
が

低
い
ま
ま
推
移
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
の
で
、
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生

の
お
仕
事
内
容
は
、
ま
さ
に
憧
れ
だ
っ
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．
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新
潟
市
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
、
神
戸
大
学

教
育
学
部
卒
、
１
９
９
６
年
、
大
阪
大
学
歯
学

部
卒
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
カ
リ
オ

ロ
ジ
ー
講
座
留
学
、
酒
田
市
日
吉
歯
科
診
療
所

勤
務
を
経
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

在
学
中
。
訳
書
・
監
修
に
「
ト
ー
タ
ル
ペ
リ
オ

ド
ン
ト
ロ
ジ
ー
」
な
ど
。

供
し
て
い
た
の
が
、
マ
ル
メ
大
学
の
故
ダ

グ
ラ
ス
・
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
だ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
顧
問
で
も
い
ら
し
て
、

スウェーデンとの縁

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

①

70
〜
90
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯
科
医
療
を

発
展
さ
せ
た
歯
科
医
師
た
ち
（
故
ダ
グ
ラ
ス
・

ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
）

Ｎ
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Ｏ
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最
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予
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会
」
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事
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学
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前
回
、
私
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ

大
学
に
留
学
す
る
き
っ
か
け
を
熊
谷
崇
先

生
に
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
１
９
９
９
年

の
出
来
事
を
お
話
し
た
。
そ
の
頃
、

実
際
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
含
む
北
欧

で
は
、
先
進
国
の
中
で
齲
蝕
と
歯
周

病
予
防
を
真
っ
先
に
成
功
さ
せ
て
い

た
の
で
、
熊
谷
先
生
ら
の
ス
タ
デ
ィ

ー
グ
ル
ー
プ
が
北
欧
の
方
法
を
倣
っ

て
い
る
こ
と
に
は
説
得
力
が
あ
っ

た
。

齲
蝕
予
防

　

国
際
比
較
に
用
い
ら
れ
る
指
標
の

一
つ
に
、
12
歳
児
一
人
あ
た
り
平
均

Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
が
あ
る
（
Ｄ
が
齲
歯
、

Ｍ
が
喪
失
歯
、
Ｆ
が
充
填
歯
で
、
Ｄ

Ｍ
Ｆ
歯
数
は
そ
の
永
久
歯
の
合
計

数
）。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
２
０
０
０
年
目
標
が
12
歳
児
の
平

均
Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
３
未
満
で
、
日
本
は

ま
だ
３
・
６
（
93
年
厚
生
労
働
省
歯

科
疾
患
実
態
調
査
【
１
】：
診
断
基

準
は
現
在
と
異
な
る
）、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
１
・
６
（
93
年
ス
ウ
ェ
ー

は
１
９
８
５
年
以
前
の
こ
と
で
あ

る
。

他
分
野
で
も

　

歯
学
部
に
編
入
す
る
以
前
に
所
属

し
て
い
た
教
育
学
部
で
も
、
北
欧
の

教
育
が
子
ど
も
主
体
の
先
進
的
な
試

み
を
し
て
い
る
お
手
本
と
し
て
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
と
も
重
な
っ
て
、

「
ま
た
、
北
欧
？
」
と
い
う
印
象
が

あ
っ
た
。
税
金
は
と
て
も
高
い
が
、

福
祉
国
家
で
身
体
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
優
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
て
い
た
。

　

一
体
、
ど
う
い
う
人
た
ち
が
そ
ん

な
賢
明
な
歯
科
医
療
を
発
展
さ
せ
た

の
か
、
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
。

成
功
の
理
由

　

北
欧
は
人
口
が
少
な
い
か
ら
改
革

し
や
す
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を

よ
く
聞
く
が
、
人
口
が
少
な
い
先
進

デ
ン
保
健
福
祉
庁
【
２
】：
Ｍ
は
実
質
的

に
な
い
た
め
、
Ｄ
Ｆ
歯
数
）
だ
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
３
を
超
え
て
い
た
の

国
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
人

口
の
多
い
日
本
国
内
で
あ
っ
て
も
、
熊
谷

先
生
ら
は
原
因
療
法
を
成
功
さ
せ
て
い

た
。
国
が
大
き
い
・
小
さ
い
と
い
う
物
理

的
な
条
件
よ
り
も
、
理
論
を
重
ん
じ
た

り
、
先
見
性
に
長
け
て
い
た
り
、
正
当
性

を
貫
く
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
に
、
そ

の
理
由
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
18
年
が
経
ち
、
日
本
の
Ｄ
Ｍ

Ｆ
歯
数
も
か
な
り
改
善
さ
れ
た
が
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
行
く
度
に
、
こ
の
内
面
的
な

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。
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北
欧
モ
デ
ル
で
は
、
第
３
回
で
述
べ
た

よ
う
に
、
公
立
歯
科
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
ほ

と
ん
ど
の
私
立
開
業
医
で
も
、
国
の
保
険

制
度
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
保
険
制
度

は
税
金
で
賄
わ
れ
、
小
児
と
成
人
と
で
全

く
違
う
体
系
で
あ
る
。
小
児
は
患
者
負
担

ゼ
ロ
だ
が
、
成
人
で
は
通
常
は
大
半
を
患

者
が
負
担
す
る
。子

ど
も
は
無
料

　

そ
の
根
底
に
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
齲
蝕
と
歯
周
病
は
予
防
で
き
る
疾

患
で
あ
る
が
、
小
児
の
時
は
国
の
責

任
で
、
成
人
に
な
っ
た
ら
自
己
責
任

で
予
防
す
る
」
と
い
う
も
の
な
の
だ

ろ
う
。
子
ど
も
の
口
腔
の
健
康
が
、

本
人
で
は
な
く
親
の
知
識
で
左
右
さ

れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
健
康
の
格

差
が
生
ま
れ
る
原
因
に
な
る
。
矯
正

を
含
め
て
国
が
請
け
負
う
こ
と
で
、

誰
も
が
成
人
に
な
る
時
に
は
、
口
腔

内
に
つ
い
て
適
切
な
知
識
と
健
康
を

得
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
（
図
）。
ち
な
み
に
、
親
が

子
ど
も
を
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
連
れ

て
来
な
い
と
、
歯
科
医
師
は
児
童
虐

待
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
を
疑
い
、
親
に

連
絡
を
し
て
、
そ
れ
で
も
返
答
が
な

っ
た
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
、
予
防
歯
科
が
浸
透
し
た
結

果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
過
去
に
、
学
校
で
フ

ッ
化
物
洗
口
を
し
、
小
学
校
に
歯
科

医
院
を
併
設
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

授
業
中
で
も
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
治

療
に
通
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
予

防
が
進
ん
だ
今
は
、
そ
れ
も
時
代
遅

れ
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

蛇
口
を
締
め
て
元
を
絶
つ

　

一
方
、
私
が
住
む
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
は
、
乳
幼
児
へ
の
無
料
予
防
歯
科

医
療
が
全
く
整
っ
て
お
ら
ず
、
齲
蝕

が
で
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
。
幼
児
に
は
全
身
麻

無
料
歯
科
医
療
の

年
齢
の
引
き
上
げ

　

こ
の
無
料
歯
科
医
療
の
上
限
年
齢
は
国

に
よ
っ
て
違
う
が
、
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
、
上
限
年

齢
を
３
段
階
に
分
け
て
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
２
０
１
９
年
に
23
歳
に
な
る
。
正

確
に
は
、
23
歳
に
達
し
た
年
の
12
月
31
日

ま
で
無
料
歯
科
医
療
が
適
応
さ
れ
る
ら
し

い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
予
算
が
余

参
考
文
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⑥

無
作
為
に
抽
出
し
た
被
写
体
で
も
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
歯
が
美
し
い

　http://
maxpixel.freegreatpicture.com/
Tradition-National-Costume-
Laughing-Sweden-Girl-365381

酔
を
か
け
て
抜
歯
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
そ
の
膨
大
な
費
用
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
０
〜
23

歳
ま
で
無
料
で
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
と

い
う
制
度
の
確
立
は
遠
い
。
水
道
の
蛇
口

か
ら
溢
れ
る
水
を
延
々
と
拭
き
続
け
る

か
、
蛇
口
を
締
め
て
水
を
止
め
る
か
の
違

い
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

い
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
連
絡
を
す
る

﹇
１
﹈。
そ
こ
ま
で
国
が
子
ど
も
を
見
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

あ
る
公
立
歯
科
医
院
で
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
手
術

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学
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公
立
の
歯
科
サ
ー
ビ
ス

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
公
立
歯
科
サ
ー

ビ
ス
は
、Folktandvården 
と
呼
ば

れ
、英
語
で
は The Public Dental 

Service 

と
訳
さ
れ
る
﹇
１
﹈。
各

地
域
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

公
立
歯
科
医
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る

（
写
真
）。
日
本
に
は
そ
の
よ
う
な

歯
科
医
院
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

「
保
健
所
」
の
よ
う
に
訳
す
と
誤
解

が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
イ
メ
ー
ジ
的
に

は
、
小
規
模
な
大
学
歯
科
病
院
の
よ

う
な
感
じ
で
あ
る
。
歴
史
的
に
、
公

立
歯
科
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
児
を
診
る

歯
科
医
院
組
織
と
し
て
国
が
作
っ
た

（
１
９
３
８
年
）。
小
児
の
齲
蝕
有

病
率
が
減
っ
た
こ
と
で
成
人
を
診
る

余
裕
も
で
き
、
現
在
は
、
口
腔
外
科

や
歯
周
病
科
な
ど
の
専
門
医
も
存
在

す
る
。私

立
の
歯
科
サ
ー
ビ
ス

　

一
方
、
私
立
の
開
業
歯
科
医
院

は
、
公
立
歯
科
医
院
よ
り
も
小
規
模

で
あ
る
が
、
複
数
の
専
門
医
が
共
同

経
営
す
る
こ
と
も
多
い
。
私
が
見
学

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
補
綴
専
門
医
と

歯
科
放
射
線
専
門
医
の
２
人
が
共
同

経
営
し
て
い
た
。
マ
ル
メ
市
（
人
口

35
万
人
）
の
目
抜
き
通
り
に
面
し
た

ビ
ル
の
２
階
に
位
置
す
る
歯
科
医
院

だ
っ
た
。
受
付
は
別
で
、
患
者
も
別

フ
ァ
イ
ル
、
ス
タ
ッ
フ
も
別
、
共
有

し
て
い
る
の
は
、
待
合
室
、
チ
ェ

ア
、
消
毒
・
滅
菌
室
、
ス
タ
ッ
フ
控

室
、
Ｘ
線
撮
影
室
で
あ
る
。
お
互
い

の
独
立
性
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
費
を
節
減
し
て
い
る
。

　

開
業
医
を
集
め
た
全
国
組
織
も
あ

る
。
そ
こ
に
経
理
や
そ
の
他
の
事
務

作
業
を
任
せ
る
そ
う
だ
。
一
種
の
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
よ
う
に
、
そ

の
組
織
の
ブ
ラ
ン
ド
も
利
用
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
私
立
の
開
業
医

院
が
だ
ん
だ
ん
と
大
規
模
化
、
組
織

化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
公
立
歯
科
医

院
と
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

治
療
の
質
は
同
等

　

公
立
と
私
立
の
治
療
内
容
や
質

は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
理
由

と
し
て
、（
１
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

は
歯
学
部
が
４
校
し
か
な
く
、
全
て

国
立
で
あ
り
、
入
学
は
ど
こ
も
大
変

難
し
い
、（
２
）
生
涯
学
習
が
盛
ん

な
の
で
、
歯
科
医
師
の
出
身
大
学
や

年
齢
に
よ
る
知
識
の
差
が
少
な
い
、

（
３
）
開
業
医
は
治
療
費
を
自
由
に

設
定
で
き
る
が
、
公
立
歯
科
サ
ー
ビ

ス
と
乖
離
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

よ
う
で
、
社
会
民
主
主
義
国
の
特
徴

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
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ク
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西
　
真
紀
子

歯
科
医
師
過
剰
時
代

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
劇
的
な
齲
蝕
減

少
に
伴
っ
て
１
９
８
０
年
代
か
ら
歯
科
医

師
過
剰
問
題
が
あ
り
、
85
年
か
ら
２
０
０

０
年
ま
で
歯
学
部
学
生
数
を
減
少
さ
せ
た

﹇
１
﹈。
90
年
代
の
半
ば
に
は
、
歯
学
部

学
生
数
を
40
％
減
少
さ
せ
、
95
年
と

10
年
の
間
で
は
、
人
口
あ
た
り
の
歯

科
医
師
数
が
８
％
減
少
し
て
い
る

﹇
２
﹈。
歯
科
医
師
で
も
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
興
味
深
い
事
項
と
し
て
、
マ

ル
メ
大
学
歯
学
部
で
は
学
生
募
集
が

打
ち
切
ら
れ
た
た
め
に
、
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
革
が
可
能
で

あ
っ
た
。
現
在
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
マ
ル
メ
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
（
図
）。

　

海
外
に
出
て
い
く
歯
科
医
師
も
増

え
、
93
〜
01
年
に
は
、
海
外
か
ら
入

っ
て
く
る
歯
科
医
師
と
の
差
し
引
き

で
７
２
２
人
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た

﹇
３
﹈。一

転
し
て
不
足
へ

　

00
年
頃
か
ら
は
、
反
対
に
歯
科
医

師
不
足
が
問
題
に
な
り
始
め
た
。
当

時
の
マ
ル
メ
大
学
歯
学
部
学
部
長

が
、「
歯
科
医
師
不
足
は
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
」
と
ザ
・
ク
イ
ン

テ
ッ
セ
ン
ス
誌
に
寄
稿
し
た

部
学
生
数
を
年
々
増
加
さ
せ
て
い
る

も
の
の
、
16
年
時
点
で
も
、
歯
科
医

師
不
足
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
お
ら

ず
、
特
に
専
門
医
が
足
り
て
い
な
い

そ
う
だ
﹇
５
﹈。

　

お
そ
ら
く
、
口
腔
の
健
康
な
人
の

予
防
や
軽
症
例
の
治
療
の
た
め
に

は
、
歯
科
医
師
よ
り
修
業
期
間
が
短

い
歯
科
衛
生
士
や
デ
ン
タ
ル
ナ
ー
ス

の
数
を
増
や
し
た
り
、
職
域
を
広
げ

た
り
し
て
対
応
し
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
含
む
質
の
高
い
補
綴
や
、
全
身
疾

患
を
伴
う
難
症
例
に
、
歯
科
医
師
が

注
力
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

﹇
１
﹈。
そ
の
理
由
は
、
高
齢
者
人
口
が

増
え
て
、
多
く
の
高
齢
者
が
質
の
高
い
治

療
を
求
め
て
い
る
こ
と
や
、
全
身
疾
患
を

持
つ
患
者
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
06
年
の
調
査
で
は
、
要
介
護
高
齢
者

の
約
40
％
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い

な
い
と
い
う
実
態
だ
っ
た
﹇
４
﹈。 

歯
学
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

　

北
欧
モ
デ
ル
の
場
合
、
歯
科
医
師
の
大

半
が
公
立
歯
科
医
院
に
勤
務
し
て
い
て
、

彼
ら
の
報
酬
は
公
務
員
扱
い
の
固
定
給
で

あ
る
﹇
１
﹈。
固
定
給
制
の
利
点
は
過
剰

治
療
が
生
じ
に
く
い
が
、
欠
点
は
効
率
が

落
ち
や
す
い
こ
と
や
、
過
小
治
療
が
生
じ

仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
収
入
が
上
が
る

し
く
み
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
過
剰
治

療
が
生
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
公
立
と
私
立
の
間
に
治
療
方
法
の
差

や
す
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

﹇
２
﹈（
図
）。
こ
の
固
定
給
制
に
よ

っ
て
齲
蝕
病
変
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
経

過
観
察
す
る
と
い
う
機
会
が
得
ら
れ

や
す
か
っ
た
お
か
げ
で
、
予
防
歯
科

の
発
展
へ
功
を
奏
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
日
本
の
歯
科
保
険
制
度

が
採
用
し
て
い
る
出
来
高
払
い
制
だ

と
過
剰
治
療
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
き
﹇
２
﹈、
疾
患
の
自
然
史
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
介
入
し
て
し
ま

う
。
歯
は
一
旦
削
ら
れ
る
と
再
生
し

な
い
組
織
な
の
で
、
早
期
介
入
を
し

て
い
る
限
り
は
、
介
入
し
な
く
て
も

実
は
そ
れ
ほ
ど
疾
患
の
進
行
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

一
方
、
私
立
の
開
業
歯
科
医
院

は
、
出
来
高
払
い
制
で
歯
科
医
師
の

報
酬
は
決
ま
る
。
つ
ま
り
、
自
分
が

が
、
患
児
一
人
あ
た
り
年
間
い
く
ら

と
決
ま
っ
て
い
る
。
処
置
の
内
容
や

数
に
関
わ
ら
ず
、
診
る
子
ど
も
の
数

に
よ
っ
て
固
定
費
が
支
払
わ
れ
る
キ

ャ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン（
人
頭
税
）制﹇
２
﹈

で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
過
剰
治
療
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
ず
、
さ

ら
に
、
予
防
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
高
く

つ
く
治
療
費
を
抑
制
で
き
、
そ
の

分
、
歯
科
医
院
の
運
営
が
楽
に
な

る
。
結
果
と
し
て
予
防
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
く
。
地
方
に
よ
っ
て
報

酬
金
額
は
違
い
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南

端
の
ス
コ
ー
ネ
地
方
で
は
、
公
立
、

私
立
に
限
ら
ず
金
額
は
同
じ
で
あ

る
。
現
在
、
一
人
あ
た
り
い
く
ら
分

配
さ
れ
る
の
か
は
、
社
会
経
済
因
子

と
年
齢
に
よ
っ
て
複
雑
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
０
―
２
歳
に
は
年

間
３
２
０
ク
ロ
ー
ネ
、
３
―
21
歳
に

が
な
い
こ
と
か
ら
、
牽
制
は
働
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

予
防
歯
科
を
促
す
報
酬
制
度

　

小
児
歯
科
で
は
、
地
方
自
治
体
の
評
議

会
か
ら
分
配
さ
れ
る
歯
科
医
院
へ
の
報
酬
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２
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incentives in dentistry. Community Dent 
Oral Epidemiol. 2016.
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⑨

は
年
間
１
３
０
８
ク
ロ
ー
ネ
が
分
配
さ

れ
、
こ
の
う
ち
の
20
％
は
、Care Need 

Index

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）﹇
３
﹈
と
い
う
社
会
経

済
因
子
（
出
身
国
、
教
育
レ
ベ
ル
、
雇
用

状
態
、
婚
姻
状
態
な
ど
７
項
目
か
ら
成

る
）
の
指
標
で
報
酬
金
額
を
調
整
す
る
。

報酬パターン 長所 短所

固定給制
術者の経済的イン
センティブが治療
に影響しない

効率が悪い

過小治療

出来高払い
制

質の高さを保てる 医師誘発需要が発
生しやすい

効率が良い 過剰治療

キャピテー
ション（人
頭税）制

患者を健康にする
インセンティブが
働く

術者が患者を選別
する（リスク別に
すると防げる）

効率が良い 過小治療

基本的な３つの報酬パターンの長所と短所［２］
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ー
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大
学
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無
料
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
上

限
年
齢
を
超
え
た
成
人
の
歯
科
医
療

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
患
者
が
歯
科
医

療
費
全
額
を
支
払
う
﹇
１
﹈。
そ
れ

に
対
し
、
国
か
ら
の
補
助
金
（
還
付

金
）
が
３
種
類
定
め
ら
れ
て
い
る
。

基
本
料
、
特
定
疾
患
を
持
つ
患
者
へ

の
補
助
、
そ
し
て
、
高
額
医
療
費
控

除
で
あ
る
（
図
）。

３
種
の
補
助
金

　

ま
ず
、
基
本
料
と
し
て
、
22
―
29

歳
と
65
歳
以
上
は
３
０
０
ク
ロ
ー
ネ

（
１
ク
ロ
ー
ネ
＝
約
14
円
）、
30
―

64
歳
は
１
５
０
ク
ロ
ー
ネ
が
一
年
毎

に
補
助
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
年

に
基
本
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
次
の

年
に
持
ち
越
し
て
も
よ
い
。
持
ち
越

せ
る
の
は
１
年
間
の
み
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
22
―
29
歳
と
65
歳
以
上
は
６

０
０
ク
ロ
ー
ネ
、
30
―
64
歳
は
３
０

０
ク
ロ
ー
ネ
が
合
わ
せ
て
補
助
さ
れ

る
。

　

次
に
、
特
定
の
疾
患
（
長
期
間
投

薬
や
放
射
線
治
療
な
ど
に
よ
る
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
、
摂
食
障
害
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
、
難
治
性
糖
尿
病
な
ど
）

を
持
つ
人
に
対
し
て
は
、
半
年
に
６

０
０
ク
ロ
ー
ネ
が
補
助
さ
れ
る
。
こ

れ
も
、
次
の
６
カ
月
間
に
一
度
だ
け

持
ち
越
し
が
認
め
ら
れ
る
。
最
後

に
、
高
額
医
療
費
控
除
と
し
て
、
３

０
０
０
―
１
５
０
０
０
ク
ロ
ー
ネ
の

歯
科
医
療
費
に
つ
い
て
は
50
％
が
控

除
さ
れ
、
１
５
０
０
０
ク
ロ
ー
ネ
を

超
え
る
歯
科
医
療
費
に
つ
い
て
は
85

％
が
控
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
私
立

の
開
業
医
に
通
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
歯
科
医
師
が
設
定
し
た
歯
科
医
療

費
が
、
国
の
設
定
し
た
参
照
歯
科
医

療
費
を
超
え
る
時
は
、
後
者
を
採
用

す
る
。

リ
ス
ク
別
任
意
保
険

　

公
立
歯
科
医
院
に
通
う
患
者
は
、

そ
の
他
に
、
リ
ス
ク
別
歯
科
保
険
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
）。
つ
ま
り
、
任
意
加
入
保
険

で
あ
る
。
名
前
はFrisktandvård 

（
英
語
に
訳
す
と
、Preventative 

Dental Care

（
予
防
歯
科
ケ
ア
）

ま
た
はHealthy Dental Care 

（
健

康
を
守
る
歯
科
ケ
ア
））
と
呼
ば
れ

﹇
２
﹈、
専
門
家
の
間
で
は
「
キ
ャ

ピ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
、
リ
ス
ク
別
前
払
い
保
険
で
あ

る
。
ス
コ
ー
ネ
地
方
の
公
立
歯
科
医

院
で
は
、
２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た

﹇
３
﹈。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は

次
号
へ
譲
る
。
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Frisktandvård. www.folktandvarden.se/
in-english/frisktandvard/.

３
．
西
真
紀
子
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
立
歯
科

医
院
に
お
け
る
キ
ャ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
．
ク

レ
リ
ィ
エ
ー
ル
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スウェーデンの歯科医療費支払い
システムについてのまとめ　　　

成人

小児 無料 基本料

高額医療費控除

リスク別保険
キャピテーション制
前払い
任意加入
公立歯科医院のみに適用

特定疾患を持つ患者への補助個別支払い
出来高払い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学
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前
回
の
終
わ
り
に
紹
介
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
リ
ス
ク
別
保
険
、Frisktandvård

は
、

公
立
歯
科
医
院
に
通
う
成
人
患
者
の
約
30

％
が
加
入
し
て
い
る
と
見
積
も
ら
れ
る

﹇
１
、
２
﹈。
そ
の
患
者
の
臨
床
診
査
、

％
程
度
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
約
20
年
間
、

国
が
資
源
を
投
じ
、
家
族
も
本
人
も
時
間

を
割
い
て
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
も
の

Ｘ
線
診
査
、
既
往
歴
、
問
診
に
よ
る

総
合
的
評
価
で
リ
ス
ク
を
ラ
ン
ク
付

け
て
10
段
階
の
保
険
の
掛
金
が
決
ま

っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
が
低
い
ほ
ど
負

担
が
少
な
い
（
図
）。
こ
の
保
険
で

網
羅
さ
れ
て
い
る
処
置
内
容
は
、
臨

床
検
査
、
Ｘ
線
検
査
、
口
腔
衛
生
指

導
、
食
事
指
導
、
齲
蝕
治
療
、
歯
周

病
治
療
、
充
填
、
ク
ラ
ウ
ン
、
救
急

処
置
で
あ
る
。
含
ま
れ
て
い
な
い
処

置
内
容
は
、
審
美
歯
科
、
矯
正
歯

科
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
ク
ラ
ウ
ン
を

除
く
補
綴
で
あ
る
。危

機
意
識

　

こ
の
リ
ス
ク
別
保
険
が
導
入
さ
れ

た
背
景
は
、
若
年
者
が
、
歯
科
サ
ー

ビ
ス
が
有
料
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、

来
院
控
え
を
す
る
と
い
う
現
象
だ
っ

た
。
割
合
に
す
る
と
全
体
の
10
〜
20

が
大
き
な
負
担
に
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
危
機
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
こ
れ
を
一
大
事

と
し
て
、
一
刻
も
早
く
そ
の
芽
を
摘

も
う
と
す
る
。
無
料
歯
科
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
上
限
年
齢
を
23
歳
ま
で
含
め

た
の
も
、
こ
の
若
年
者
問
題
の
た
め

な
の
だ
ろ
う
。

上
限
年
齢
の
撤
廃

　

そ
こ
で
、
ま
だ
リ
ス
ク
の
低
い
若

年
者
に
魅
力
的
なFrisktandvård

が

考
案
さ
れ
、
最
初
の
う
ち
、
対
象
年

齢
は
20
歳
以
上
47
歳
以
下
だ
っ
た
。

若
年
者
に
受
け
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

化
に
取
り
組
み
、
ロ
ゴ
入
り
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、

公
共
自
転
車
の
サ
ド
ル
カ
バ
ー
な
ど

を
作
成
し
て
認
知
度
を
高
め
、
す
ぐ

に
成
功
を
収
め
た
。
２
０
１
０
年
か

の
、
成
年
に
な
っ
た
途
端
に
「
歯
科
医
院

に
は
悪
く
な
っ
て
か
ら
行
く
」
と
い
う
習

慣
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
今
は
ロ
ー
リ

ス
ク
で
あ
っ
て
も
、
結
局
、
治
療
が
繰
り

返
さ
れ
、
後
々
、
そ
の
や
り
直
し
の
ツ
ケ
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．
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リスク別
グループ

保険料* 保険料**
22-29歳または65歳以上 30-64歳
一年払い 月払い 一年払い 月払い

1 600kr 50kr 750kr 63kr
2 864kr 72kr 1014kr 85kr
3 1296kr 108kr 1446kr 121kr
4 1812kr 151kr 1962kr 164kr
5 2532kr 211kr 2682kr 224kr
6 3324kr 277kr 3474kr 290kr
7 4404kr 367kr 4554kr 380kr
8 5544kr 462kr 5694kr 475kr
9 6864kr 572kr 7014kr 585kr
10 8436kr 703kr 8586kr 716kr

Frisktandvårdの保険金一覧表。１kr（スウ
ェーデンクローネ）＝約14円。*国の保険よ
り基本金300krが支払われる。**国の保険よ
り基本金150krが支払われる

ら
は
年
齢
の
上
限
を
外
し
、
今
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
全
土
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
悪
く

な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
悪
く
な
る
前
の

行
動
を
促
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
幅

広
い
患
者
に
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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受
診
率
ほ
ぼ
１
０
０
％

　

北
欧
モ
デ
ル
で
は
、
歯
科
受
診
率
の
高

さ
が
特
徴
で
あ
る
。
小
児
は
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
受
診
率
、
成
人
で
も
80
〜
90
％
が
歯

科
医
院
に
通
っ
て
い
る﹇
１
﹈。
最
近
の
動

向
と
し
て
、
若
年
者
の
受
診
率
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
﹇
２
﹈、

実
際
の
と
こ
ろ
は
80
％
程
度
を
保
っ
て
い

　

20
年
く
ら
い
前
ま
で
は
、
小
学
校
に
歯

科
医
院
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
が

授
業
中
に
も
歯
科
医
院
を
受
診
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
現
在
そ
れ
は
〝
時
代
遅
れ
〞
ら
し

い
。
街
中
の
歯
科
医
院
へ
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
通
う
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。

「
２-

２-

２-

２
」ル
ー
ル

シ
、
フ
ロ
ス
、
断
面
が
三
角
形
の
ト
ゥ
ー

ス
ピ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
フ
ッ
化
物
製
品
の
種
類
が
豊
富
で
、

洗
口
剤
、
錠
剤
、
チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
が

薬
局
や
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
。

健
康
に
影
響
す
る
こ
と
が
、
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
関
心
が
高
い
か
ら
と
い
う
答
え
だ

っ
た
。
全
国
民
が
小
さ
い
頃
か
ら
歯
科
医

院
に
定
期
的
に
通
い
、
個
別
の
患
者
教
育

を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
当
然
か
も
し
れ
な

い
。

　

家
庭
で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
は
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
が
中
心
で
、
２-

２-

２-

２
の
ル
ー
ル
が
啓
蒙
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
日
２
回
、
２
分
間
、
歯

磨
き
粉
を
２
セ
ン
チ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
後
２
時
間
は
齲
蝕
誘
発
性
の
飲
食

物
を
摂
取
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で

あ
る
。
歯
ブ
ラ
シ
ヘ
ッ
ド
の
大
き
さ

は
日
本
の
も
の
よ
り
大
き
い
が
、
他

の
欧
米
諸
国
に
比
べ
る
と
小
振
り
で

あ
る
。
歯
磨
剤
は
フ
ッ
化
物
１
４
５

０
ｐ
ｐ
ｍ
配
合
が
一
般
的
で
、
小
児

用
に
は
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
が
使
わ
れ

る
。
そ
の
他
、
５
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
配

合
が
薬
局
に
て
入
手
可
能
で
、
16
歳

以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
勧
め
ら
れ

て
い
る
。

　

補
助
器
具
と
し
て
、
歯
間
ブ
ラ

る
の
で
、
日
本
人
の
感
覚
と
し
て
は

依
然
と
し
て
高
い
受
診
率
で
あ
る
。

こ
の
受
診
の
内
容
に
は
予
防
と
治
療

の
両
方
が
含
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
は
予

防
（
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）
で
通
っ
て
い
る
。

高
い
健
康
観

　

北
欧
の
中
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

特
に
健
康
観
が
高
く
、
体
に
良
い
こ

と
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す

る
素
地
が
あ
る
。
２
０
０
６
年
の
あ

る
日
、
地
方
新
聞
の
一
面
ト
ッ
プ
が

「
親
の
ケ
ア
不
足
で
乳
幼
児
の
む
し

歯
」
と
大
見
出
し
で
飾
ら
れ
た
（
写

真
）。
日
本
で
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
だ
と
思
い
、
な
ぜ
乳
幼
児
の

齲
蝕
が
こ
ん
な
に
大
き
く
扱
わ
れ
る

の
か
知
人
に
聞
く
と
、
歯
が
全
身
の
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求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

　

前
回
提
示
し
た
歯
科
医
療
費
以
外
の
項

目
を
補
足
す
る
と
﹇
１
﹈、「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
断
層
撮
影
」
１
８
２
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

１
０
ク
ロ
ー
ネ
（
約
12
万
円
）
で
あ
る
。

　

外
科
処
置
で
は
、「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
植

立
」
１
本
が
２
５
４
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
３

万
３
千
円
）、「
Ｇ
Ｔ
Ｒ
ま
た
は
エ
ナ

メ
ル
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ン
パ
ク
質
の

応
用
」
は
１
７
６
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

２
万
３
千
円
）
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
歯
内
療
法
で
は
、「
３
根
管
の

清
掃
と
充
填
」
が
５
０
１
５
ク
ロ
ー

ネ
（
約
６
万
６
千
円
）
で
あ
る
。
顎

関
節
治
療
の
う
ち
、「
生
理
学
的
診

断
に
基
づ
い
て
硬
質
ア
ク
リ
ル
レ
ジ

ン
製
を
装
着
す
る
」
が
片
顎
で
３
４

１
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
４
万
５
千
円
）

で
あ
る
。

審
美
目
的
に
は

付
加
価
値
税

　
「
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
」
や
「
漂
白
」

（
全
顎
で
４
５
７
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

６
万
１
千
円
）、
審
美
的
理
由
に
よ

る
補
綴
な
ど
の
審
美
歯
科
に
は
付
加

価
値
税
（
25
％
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。ま
た
、第
７
回
で
説
明
し
た
政
府

か
ら
の
補
助
金
は
適
用
で
き
な
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

日
本
の
違
い

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
同
じ
項
目

の
処
置
で
も
、
一
般
歯
科
医
と
専
門

医
で
は
、
専
門
医
の
方
が
30
％
割
増

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
衛
生

士
の
業
務
範
囲
が
広
く
、
検
査
、
診

断
、
Ｘ
線
写
真
撮
影
、
局
所
麻
酔
な

ど
も
で
き
る
。
イ
ン
レ
ー
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
外
開
き
の
窩
洞
が
破
折

を
誘
引
し
や
す
い
た
め
で
あ
る
。

２
万
４
千
円
）、「
唾
液
分
泌
量
測

定
」
５
７
０
ク
ロ
ー
ネ
（
約
８
千

円
）、「
口
腔
疾
患
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
と
指
導
」
４
３
５
ク

ロ
ー
ネ
（
約
６
千
円
）、「
60
分
以
上

の
行
動
変
容
療
法
」
９
８
０
ク
ロ
ー

ネ
（
約
１
万
３
千
円
）
と
い
っ
た
項

目
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
含
む

　

補
綴
に
関
し
て
は
、「
ク
ラ
ウ

ン
」
は
１
本
５
７
３
０
ク
ロ
ー
ネ

（
約
７
万
６
千
円
）、
オ
ー
ル
セ
ラ

ミ
ッ
ク
の
場
合
は
６
７
５
１
ク
ロ
ー

ネ
（
約
９
万
円
）
で
あ
る
。「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
上
部
構
造
ク
ラ
ウ
ン
」

は
７
６
９
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
10
万
２

千
円
）、
オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
場

合
は
８
７
１
６
ク
ロ
ー
ネ
（
約
11
万

６
千
円
）
で
あ
る
。「
鋳
造
鈎
と
鋳

造
フ
レ
ー
ム
の
部
分
床
義
歯
」
は
１

０
６
９
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
14
万
２
千

円
）、「
全
部
床
義
歯
」
は
片
顎
９
０

参
考
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スウェーデンの成人歯科医療費（下）

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑪

診
療
ユ
ニ
ッ
ト
。
引
き
出
し
の
中
に
物
を
仕
舞
う
の

が
基
本
で
、
台
の
上
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

は
、
補
助
金
の
基
本
料
を
使
っ
た
場

合
の
金
額
で
あ
る
。
最
新
の
２
０
１

７
年
７
月
１
日
更
新
分
﹇
１
﹈
と
は

若
干
差
が
あ
る
こ
と
に
注
意
）。
こ

の
保
険
が
網
羅
し
て
い
な
い
審
美
歯

科
、
矯
正
歯
科
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、

ク
ラ
ウ
ン
を
除
く
補
綴
は
、
そ
の
都

度
、
通
常
の
歯
科
医
療
費
体
系
を
選

ん
だ
患
者
と
同
じ
料
金
を
支
払
う
こ

と
に
な
る
。

よ
く
行
わ
れ
る
処
置

　

通
常
の
歯
科
医
療
費
体
系
の
う

ち
、「
歯
科
医
師
に
よ
る
検
査
と
診

断
」
は
８
２
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
１
万

１
千
円
）
で
、
そ
れ
に
は
、
検
査
、

診
断
、
必
要
な
Ｘ
線
写
真
、
リ
ス
ク

評
価
、
健
康
情
報
提
供
、
５
分
以
内

の
予
防
処
置
が
含
ま
れ
る
。

　

「
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
周
組
織

基
本
検
査
」
は
、
８
０
５
ク
ロ
ー
ネ

（
約
１
万
円
）
で
、
齲
蝕
と
歯
周
病

の
検
査
と
診
断
、
必
要
な
Ｘ
線
写

真
、
リ
ス
ク
評
価
、
健
康
情
報
提

供
、
10
分
以
内
の
予
防
処
置
が
含
ま

れ
る
。

　

そ
の
他
、
頻
出
項
目
と
し
て
は
、

「
デ
ン
タ
ル
Ｘ
線
写
真
」
が
１
枚
55

ク
ロ
ー
ネ
（
約
７
０
０
円
）、「
フ
ッ

化
物
塗
布
」
が
３
２
０
ク
ロ
ー
ネ

（
約
４
千
円
）、「
単
数
抜
歯
（
麻
酔

を
含
む
）」
が
１
０
０
５
ク
ロ
ー
ネ

（
約
１
万
３
千
円
）、「
大
臼
歯
の
充

填
（
麻
酔
を
含
む
）」
が
１
歯
面
で

７
６
０
ク
ロ
ー
ネ
（
約
１
万
円
）、

２
歯
面
で
１
１
１
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

１
万
５
千
円
）
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
成
人
歯
科

医
療
費
を
、
公
立
歯
科
医
院
で
は
地

方
自
治
体
の
評
議
会
が
、
私
立
の
開

業
歯
科
医
院
で
は
そ
の
歯
科
医
院
が

決
定
す
る
。
第
10
、
11
回
で
は
、
そ

の
代
表
と
し
て
、
南
端
に
あ
る
ス
コ

ー
ネ
地
方
の
公
立
歯
科
医
療
費
体
系

﹇
１
﹈
を
説
明
し
よ
う
。

掛
金
に
国
の
助
成

　

初
め
に
、
第
７
、
８
回
で
紹
介
し

た
リ
ス
ク
別
歯
科
保
険
の

Frisktandvård

が
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
。
患
者
が
こ
の
選
択

肢
を
選
ぶ
と
、
リ
ス
ク
別
に
固
定
さ

れ
た
保
険
掛
金
を
支
払
う
。
そ
し

て
、
こ
の
保
険
掛
金
に
、
国
か
ら
の

補
助
金
（
還
付
金
）
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
22
〜
29
歳
ま

た
は
65
歳
以
上
は
基
本
料
３
０
０
ク

ロ
ー
ネ
／
年
、
30
〜
64
歳
は
基
本
料

１
５
０
ク
ロ
ー
ネ
／
年
、
さ
ら
に
特

定
疾
患
を
持
つ
人
は
６
０
０
ク
ロ
ー

ネ
／
半
年
を
使
え
る
（
第
８
回
に

Frisktandvård

の
保
険
金
一
覧
表
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スウェーデンの成人歯科医療費（上）

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑩

ス
コ
ー
ネ
地
方
の
あ
る
公
立
歯
科
医
院
の
受
付
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
機
械
が
見
え
る



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

過
ぎ
て
、
小
児
の
う
ち
か
ら
永
久
歯

抜
歯
を
促
す
制
度
に
比
べ
る
と
、
修

復
や
歯
内
療
法
で
大
事
に
歯
を
残
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
高

齢
者
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
歯
が
失

わ
れ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
結
果

は
そ
う
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
多

く
の
資
源
を
投
入
し
て
も
同
じ
結
果

な
ら
ば
、
全
体
の
効
率
性
は
ひ
ど
く

悪
い
。

改
革
の
貢
献
者

　

１
９
７
０
年
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
、
制
度
の
転
換
に
貢
献
し
た
２
人

の
歯
科
医
師
が
故Bo Krasse

教
授

とPer Axelsson

教
授
で
あ
る
。

Krasse

教
授
は
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
の
大

家
で
、
歯
科
医
療
を
技
術
屋
で
は
な

く
、
医
療
的
観
点
で
行
う
こ
と
を
提

唱
し
、
後
に
世
界
を
牽
引
す
る
こ
と

に
な
る
多
く
の
研
究
者
を
育
て
た
。

Axelsson

教
授
は
、
専
門
家
に
よ
る

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）
を
確

立
し
、
デ
ー
タ
に
よ
り
齲
蝕
と
歯
周

病
が
予
防
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た

﹇
１
﹈。
さ
ら
に
歯
科
衛
生
士
や
デ

ン
タ
ル
ナ
ー
ス
の
確
立
、
学
校
歯
科

の
設
置
な
ど
、
予
防
歯
科
を
発
展
さ

せ
た
行
動
の
人
で
あ
る
。
こ
の
２
人

の
歯
科
医
師
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が

い
ち
は
や
く
修
復
中
心
の
歯
科
医
療

を
脱
し
、
現
在
の
制
度
に
移
行
し
た

立
役
者
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

Axelsson

教
授
は
、
疫
学
調
査
の

結
果
で
行
政
に
制
度
改
革
を
説
得
で

き
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

　

現
在
の
北
欧
モ
デ
ル
が
確
立
し
た

の
は
１
９
７
０
年
代
だ
っ
た
。
北
欧

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
直
後

は
他
の
国
々
に
比
較
し
て
か
な
り
裕

福
だ
っ
た
た
め
か
、〝
贅
沢
病
〞
で

あ
る
齲
蝕
の
有
病
率
が
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
既

に
、
修
復
物
の
や
り
直
し
の
原
因
は

二
次
齲
蝕
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
た
。
疾
患
の
原
因
が
取
り
除

か
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
二
次
齲

蝕
が
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
修
復
中
心
の
歯
科
医
療
は
問

題
を
解
決
し
て
お
ら
ず
、
ど
ん
な
に

精
緻
で
頑
丈
な
修
復
物
で
補
綴
し
て

も
、
失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ

る
。修

復
中
心
歯
科
医
療

の
問
題
点

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
そ
れ
以
前
は
、

現
在
の
日
本
と
同
様
、
修
復
中
心
の

歯
科
医
療
を
採
用
し
て
い
た
。
修
復

を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
限
り
あ
る

歯
質
が
歯
を
存
続
で
き
る
ほ
ど
に
残

ら
ず
、
中
高
年
以
降
に
次
々
と
歯
が

失
わ
れ
る
こ
と
を
何
十
年
も
実
証
し

続
け
て
い
る
。
前
号
に
紹
介
し
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
修
復
が
高
価
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北欧モデルに移行した背景

北欧の
歯科医療
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１
９
４
９
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
出
版
さ
れ
た
齲
蝕
予

防
の
た
め
に
書
か
れ
た
絵
本Karius og Baktus

。

こ
の
頃
か
ら
齲
蝕
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

https://commons.wikimedia.org/wiki/
File:Egner_Karius_og_Baktus.jpg

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

　

北
欧
の
中
で
も
最
も
有
名
な
歯
科
疫
学

調
査
が
、
１
９
７
４
年
か
ら
10
年
毎
に
行

わ
れ
て
い
る
ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
・
ス
タ

デ
ィ
で
あ
る
。
ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
（
写

真
）
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
規
模
都
市

い
３
歳
児
カ
リ
エ
ス
フ
リ
ー
者
率
は
、
国

の
調
査
で
約
95
％
で
あ
る（
２
０
１
６
年
）

﹇
３
﹈。
ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
・
ス
タ
デ
ィ

に
戻
る
と
﹇
２
﹈、
一
人
あ
た
り
平
均
残

存
歯
数
は
、
60
歳
で
25
・
０
本
、
70
歳
で

を
占
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
３
歳
児
カ
リ
エ
ス
フ
リ
ー
者
率

は
79
％
、
５
歳
児
カ
リ
エ
ス
フ
リ
ー
者
率

は
69
％
、
15
歳
カ
リ
エ
ス
フ
リ
ー
者
率
は

43
％
だ
っ
た
﹇
２
﹈。
こ
れ
は
、
初
期
エ

ナ
メ
ル
質
齲
蝕
も
含
み
、
そ
れ
を
含
ま
な

22
・
５
本
、
80
歳
で
21
・
１
本
だ
っ

た
。
40
―
70
歳
で
無
歯
顎
者
の
人
は

０
・
３
％
、
60
歳
で
は
、
全
歯
列
が

残
っ
て
い
た
。
歯
肉
炎
の
あ
る
歯
の

割
合
は
、
20
歳
以
上
の
約
15
％
だ
っ

た
。
歯
周
炎
に
罹
患
し
て
い
る
成
人

は
３
分
の
１
未
満
で
、
重
度
歯
周
炎

の
有
病
率
は
全
体
の
９
％
だ
っ
た
。

後
を
追
う
日
本

　

重
度
歯
周
炎
の
有
病
率
を
除
い

て
、
調
査
を
始
め
た
１
９
７
４
年
の

結
果
か
ら
口
腔
の
健
康
状
態
が
劇
的

に
向
上
し
て
い
る
。
日
本
も
最
近
に

な
っ
て
予
防
の
た
め
に
歯
科
医
院
に

通
う
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
一
般
の
人

に
も
浸
透
し
始
め
、
今
後
、
北
欧
の

後
を
追
う
よ
う
な
形
で
口
腔
の
健
康

状
態
が
向
上
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
次

の
課
題
は
、
北
欧
を
含
め
他
の
国
々

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
健
康
格
差

の
是
正
で
あ
ろ
う
。

で
、
人
口
は
約
13
万
人
（
２
０
１
３

年
）
で
あ
る
﹇
１
﹈。
人
口
動
態

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
平
均
よ
り
若

干
若
い
。
移
民
の
割
合
も
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
現
在
、
市
民
の
14
％

が
外
国
生
ま
れ
で
あ
る
﹇
１
﹈。

予
防
型
歯
科
医
療
の

　

効
果
を
調
べ
る
デ
ー
タ

　

こ
の
調
査
は
、
歯
科
医
療
が
治
療

中
心
か
ら
予
防
中
心
へ
大
転
換
す
る

直
前
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
予
防
型

歯
科
医
療
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
認

め
ら
れ
る
の
か
を
調
べ
る
目
的
で
１

９
７
３
年
に
始
ま
っ
た
。
同
じ
被
験

者
を
10
年
毎
に
追
跡
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
同
じ
無
作
為
抽
出
方

法
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
手
法
で
横

断
調
査
を
こ
の
市
で
繰
り
返
し
て
い

る
。
最
新
の
調
査
は
２
０
１
３
年
に

行
わ
れ
た
。
１
９
７
４
年
の
大
改
革

以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
が
、
大
部
分
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ク
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西
　
真
紀
子

（
１
）
乳
幼
児
期
に
目
を
向
け
な
か

っ
た
こ
と
、（
２
）
抜
歯
を
促
す
よ

う
な
費
用
体
系
に
し
て
い
る
こ
と
、

（
３
）
歯
周
病
管
理
が
疎
か
な
こ
と

だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
歯
科
保
険

制
度
が
５
歳
ま
で
全
く
網
羅
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
０
歳
か
ら
予
防
の
た

め
に
歯
科
医
院
に
行
く
と
い
う
発
想

が
国
民
に
根
付
い
て
い
な
い
。
乳
幼

児
期
に
全
く
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
も

ら
え
な
い
子
ど
も
も
い
る
。
そ
し

て
、
充
填
、
補
綴
、
歯
内
療
法
の
費

用
が
抜
歯
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
。

無
料
歯
科
医
療
制
度
を
受
け
ら
れ
る

低
所
得
者
層
は
、
抜
歯
が
無
料
な
の

で
、
若
年
者
で
も
大
臼
歯
を
喪
失
し

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
成

人
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
率
は
約
50
％

と
北
欧
に
比
較
し
て
か
な
り
低
い

﹇
２
﹈。

歯
科
医
院
の
呼
び
名

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歯
科
医
院
は
、

〝Dental surgery

〞
と
標
榜
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

（
図
）。Surgery

は
外
科
と
い
う
意

味
で
あ
る
が
、
前
時
代
的
に
、
歯
科

が
外
科
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
児
歯
科
医

で
さ
え
、
主
な
仕
事
は
第
一
大
臼
歯

の
抜
歯
ら
し
い
。
歯
科
衛
生
士
も
数

百
人
し
か
い
な
い
。

　

前
号
で
、
１
９
７
４
年
に
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
歯
科
医
療
の
大
改
革
が
行

わ
れ
た
と
言
及
し
た
が
、
そ
の
普
及

は
し
ば
ら
く
北
欧
に
留
ま
っ
た
ま
ま

だ
っ
た
。
例
え
ば
、
飛
行
機
で
２
時

間
強
し
か
離
れ
て
い
な
い
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
は
、
歯
科
医
療
制
度
の
改
革

の
代
わ
り
に
、
上
水
道
フ
ッ
素
化
に

よ
っ
て
小
児
の
齲
蝕
予
防
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
﹇
１
﹈。
北
欧
モ
デ

ル
よ
り
も
ず
っ
と
低
コ
ス
ト
で
、
12

歳
児
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
を
北
欧
と
同
レ
ベ

ル
ま
で
下
げ
た
の
だ
か
ら
、
一
見
、

優
れ
た
方
法
を
選
択
し
た
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、
生
涯
に
渡
る
口
腔
の

健
康
を
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
場

合
に
は
、
惨
憺
た
る
結
果
で
、
現
在

で
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
ほ
と
ん

ど
の
後
期
高
齢
者
が
無
歯
顎
で
あ

る
。
同
じ
年
に
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内

で
生
ま
れ
た
人
で
も
、
国
が
違
う
と

全
く
異
な
る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

チ
グ
ハ
グ
な
制
度

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
敗
因
は
、
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⑭

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
あ
る
歯
科
医
院
の
玄
関
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
語
を
表
す
時
に
使
う
フ
ォ
ン
ト
で

〝Dental surgery

〞
と
書
か
れ
て
い
る



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歯
科
医
療
保
険

の
枠
組
み
や
価
格
設
定
が
あ
る
が
、
そ
の

れ
て
い
る
。
他
に
、
日
本
の
日
常
臨
床
で

見
ら
れ
る
独
特
な
処
置
方
法
が
メ
タ
ル
イ

ン
レ
ー
で
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
施
設
基
準
に
よ

っ
て
報
酬
を
違
え
る
こ
と
も
な
い
。
エ
ビ

デ
ン
ス
が
な
い
こ
と
は
、
制
度
に
組
み
込

ま
れ
な
い
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
時
代
と
共
に
進
化
す
る
科
学
に

柔
軟
に
対
応
し
て
き
て
い
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
成
人
の
歯
科
医

療
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
行
さ
れ
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⑱

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
成
人
歯
科
医
療
に
つ
い
て

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
誰
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　

て
い
る
（
図
）﹇
１
﹈。
一
般
的
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
法
的
拘
束
力
は
な

く
、
そ
れ
に
従
っ
て
も
従
わ
な
く
て

も
い
い
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
現
代

の
医
学
で
は
、
レ
ベ
ル
や
質
の
高
い

エ
ビ
デ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
、
専
門
家

個
人
の
意
見
は
重
視
さ
れ
な
い
の

で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
。
つ
ま

り
、
一
つ
の
臨
床
疑
問
に
対
し
て
、

星
の
数
ほ
ど
あ
る
論
文
を
、
そ
の
道

の
専
門
家
が
複
数
集
ま
っ
て
、
系
統

的
に
洗
い
、
決
ま
っ
た
手
順
で
評
価

し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
質
を
決
定
し
て

臨
床
現
場
に
応
用
で
き
る
よ
う
な
推

奨
を
出
す
。

科
学
が
制
度
を
決
め
る

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
公
立
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
、
あ
る
症
状
の
患
者
に
、

こ
う
い
う
処
置
を
す
る
こ
と
が
、
患

者
、
術
者
、
国
に
と
っ
て
最
も
利
益

に
な
る
と
い
う
観
点
で
作
ら
れ
て
い

よ
う
な
制
度
に
歯
科
医
師
が
操
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
科
学
が
制
度
を
操

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
貫
く
た
め

に
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

あ
る
も
の
、な
い
も
の

　

例
え
ば
、
侵
襲
性
歯
周
炎
患
者
に

行
う
こ
と
で
は
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
に

よ
る
細
菌
性
プ
ラ
ー
ク
と
歯
石
の
除

去
は
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
２
と
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は

１
か
ら
10
ま
で
つ
け
ら
れ
、
１
に
近

い
ほ
ど
強
く
勧
め
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
は
か
な
り
強
い
グ
レ
ー
ド
で
あ

る
。
一
方
、
慢
性
歯
周
炎
、
侵
襲
性

歯
周
炎
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
の

患
者
に
、
局
所
的
抗
菌
薬
を
塗
布
す

る
こ
と
は
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
10
で
、

最
低
の
グ
レ
ー
ド
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
禁
忌

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
い
も
の
と
判
断
さ

る
の
で
、
従
わ
な
い
方
が
不
利
益
に
な

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
、
歯
科
医
師
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

ク
ロ
ー
ネ
を
支
払
う
。

　

処
置
は
、
歯
科
医
院
で
行
っ
て
も
、
訪

問
歯
科
診
療
で
行
っ
て
も
よ
い
。
患
者
が

家
や
介
護
施
設
か
ら
出
ら
れ
な
い
時
は
、

金
の
高
さ
へ
の
不
満
を
打
ち
消
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
私
が
実
際
に
見
た
終
末
期

医
療
の
実
例
は
、
故
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生

の
ご
自
宅
だ
っ
た
。
ど
の
市
民
に
対
し
て

も
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
人
の
尊
厳
を
守
る

質
の
高
い
終
末
期
医
療
が
施
さ
れ
る
。
一

朝
一
夕
で
築
い
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
と
感
じ
た
。
国
全
体
で
過
去
の
経
験

が
蓄
積
さ
れ
、
改
善
を
繰
り
返
し
、
人
材

の
育
成
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

北
欧
は
日
本
よ
り
は
緩
や
か
な
ペ
ー
ス

で
超
高
齢
社
会
へ
と
向
か
っ
て
い
る
が
、

日
本
が
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
る
１
９
８

０
年
頃
ま
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
世
界
一
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⑰

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
Ａ
Ｂ
の
説
明
会
で
展
示
さ
れ

た
訪
問
歯
科
診
療
の
設
備

　
　
　
　
　
　
　

を
記
録
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早
く

か
ら
高
齢
者
に
目
を
配
っ
た
社
会
福

祉
を
整
え
て
き
た
。
要
介
護
高
齢
者

へ
の
口
腔
ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現

在
で
も
日
本
よ
り
整
備
さ
れ
て
い

る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

訪
問
歯
科
の
し
く
み

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
要
介
護
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
処
置
が

必
要
な
の
か
、
ま
ず
、
福
祉
と
医
療

の
専
門
家
に
よ
り
介
護
の
必
要
性
が

ア
セ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
、
次
に
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
っ
て
患
者
一
人
ひ
と
り

の
口
腔
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
。
続
い
て
の
処
置
は
、
歯
科
医
師

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
ど
こ
の
歯

科
医
院
で
行
う
の
か
は
患
者
が
選
択

す
る
。
歯
科
医
師
は
、
処
置
計
画
を

処
置
内
容
と
提
供
者
の
設
備
に
よ
っ

て
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
行
う
こ
と
も

あ
る
が
、
移
動
式
の
歯
科
処
置
の
設

備
を
揃
え
る
の
は
、
企
業
や
公
立
歯

科
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
組
織
で
な
い

と
難
し
い
。
歯
科
医
療
費
は
、
誰
が

治
療
を
や
る
の
か
に
関
わ
ら
ず
、
治

療
項
目
に
つ
い
て
、
患
者
に
払
い
戻

さ
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
訪
問
歯

科
医
療
の
最
大
組
織
が
、
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
Ａ
Ｂ
と
い
う
会
社
で
あ
る

（
図
）。
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
、

効
率
的
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
る

﹇
１
﹈。

終
末
期
医
療
の

レ
ベ
ル
の
高
さ

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
税
金
が
高
く
高

福
祉
高
負
担
の
社
会
だ
が
、
終
末
期

医
療
の
充
実
度
は
素
晴
ら
し
く
、
税

立
て
、
処
置
を
す
る
前
に
、
承
認
の
必
要

が
あ
る
費
用
を
推
定
し
、
そ
の
地
域
の
医

療
費
支
払
い
機
関
よ
り
支
払
い
を
受
け

る
。
患
者
は
一
回
の
来
院
に
つ
き
２
０
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

周
病
科
と
の
関
係
が
強
い
。
歯
科
衛
生
士

も
高
校
時
代
の
成
績
が
優
秀
で
な
け
れ
ば

入
れ
な
い
人
気
分
野
で
あ
る
。
歯
科
医
師

と
歯
科
衛
生
士
の
能
力
の
差
が
小
さ
い
の

で
、
歯
科
衛
生
士
の
学
生
が
歯
学
部
に
転

部
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
歯
科
衛
生
士
学

学
生
臨
床
実
習
か
ら

チ
ー
ム
医
療

　

大
学
教
育
の
段
階
か
ら
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
に
な
る
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
、
一
人
の
患
者
を
担
当

し
、
チ
ー
ム
医
療
を
臨
床
実
習
中
に
学

ぶ
。
自
分
自
身
の
職
種
の
役
割
へ
の
自

覚
、
他
の
職
種
と
の
協
働
作
業
で
の
問
題

の
解
決
力
な
ど
、
学
生
時
代
に
培
わ
れ
る

こ
と
は
、
北
欧
の
歯
科
医
療
の
発
達
に
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

北
欧
モ
デ
ル
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

が
、
チ
ー
ム
歯
科
医
療
が
発
達
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
歯
科
医
師
が
そ
の
リ
ー
ダ

ー
で
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
助
手
（
デ
ン

タ
ル
ナ
ー
ス
、
矯
正
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）、

歯
科
技
工
士
で
構
成
さ
れ
る
﹇
１
﹈。
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⑯

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
歯
学
部
の
中

庭
。
こ
こ
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
の
卵
た
ち
が
通
う

歯
科
医
師

　

歯
科
医
師
に
は
一
般
歯
科
医
と
専

門
歯
科
医
の
区
別
が
あ
る
。
専
門
歯

科
医
に
は
、
矯
正
、
口
腔
外
科
、
補

綴
、
歯
周
病
、
小
児
歯
科
、
歯
内
療

法
、
歯
科
放
射
線
、
歯
科
病
理
の
分

野
が
あ
る
。
大
学
教
育
（
写
真
）
は

５
年
間
で
、
医
学
部
に
並
ぶ
難
関
で

あ
る
。
専
門
医
に
な
る
に
は
卒
後
教

育
が
必
要
で
あ
る
。

歯
科
衛
生
士

　

歯
科
衛
生
士
の
業
務
範
囲
は
、
日

本
よ
り
広
く
、
齲
蝕
と
歯
周
病
の
診

断
、
Ｘ
線
撮
影
、
浸
潤
麻
酔
、
下
顎

伝
達
麻
酔
、
仮
充
填
な
ど
が
入
る
。

校
で
は
そ
れ
が
問
題
ら
し
い
。

歯
科
技
工
士
と

歯
科
助
手

　

歯
科
技
工
士
の
養
成
も
大
学
で
行

わ
れ
、
期
間
は
３
年
で
あ
る
。
最
近

は
、
技
術
や
材
料
の
進
歩
が
目
覚
ま

し
く
、
入
学
試
験
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
に
加
え
て
、
英
語
と
数
学
も
重

視
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
卒
業
後
は

公
立
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は

私
立
の
開
業
医
に
歯
科
技
工
士
と
し

て
勤
務
す
る
道
が
あ
る
。
他
に
も
、

歯
科
業
界
で
営
業
社
員
や
製
品
の
専

門
家
と
し
て
働
く
こ
と
も
あ
る
。
歯

科
助
手
に
つ
い
て
は
、
大
学
で
の
養

成
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

歯
科
医
院
内
独
立
や
、
独
立
開
業
も
で
き

る
。
衛
生
士
の
養
成
は
大
学
で
行
わ
れ
、

期
間
は
２
ま
た
は
３
年
で
あ
る
。
そ
の

後
、
修
士
号
、
博
士
号
の
コ
ー
ス
も
あ

る
。歯
周
病
治
療
が
多
く
、大
学
内
で
も
歯



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西
　
真
紀
子

り
は
行
き
届
い
て
い
る
も
の
の
、
残
存
歯

数
が
増
え
、
寿
命
が
延
び
、
全
身
疾
患
を

持
つ
高
齢
者
も
増
え
る
こ
と
で
、
特
に
根

し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
日
本
で
も
予
防

の
た
め
に
歯
科
医
院
に
通
い
、
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

を
受
け
る
患
者
が
増
え
て
き
た
と
は
い

え
、
そ
の
割
合
は
ま
だ
10
〜
20
％
と
見
積

も
ら
れ
る
。
北
欧
の
最
低
ラ
イ
ン
で
あ
る

若
年
者
の
80
％
に
達
す
る
に
は
、
今
の
４

倍
以
上
の
歯
科
衛
生
士
の
育
成
が
急
務
で

あ
ろ
う
。
高
齢
者
の
残
存
歯
数
が
増
え
る

に
つ
れ
、
歯
科
医
師
は
今
以
上
に
修
復
歯

の
再
修
復
・
修
理
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
そ
の
ピ
ー
ク
世
代
は
現
在
の
50
代

で
、
こ
の
世
代
が
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、

全
身
疾
患
と
の
兼
ね
合
い
や
、
審
美
に
対

す
る
需
要
の
向
上
で
、
歯
科
医
療
に
要
求

さ
れ
る
も
の
は
、
さ
ら
に
複
雑
・
高
度
に

な
る
に
違
い
な
い
。

 

（
終
わ
り
）

　

北
欧
の
歯
科
医
療
に
共
通
し
て
い
る
課

題
は
、
ま
ず
健
康
格
差
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
移
民
の
割
合
は
全
人
口
の
約
20

北欧と日本の歯科医療の今後

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑲

マルメにある非暴力・平和の象徴である先が結ばれた銃
と、それを模して予防の象徴として作られた先が結ばれた
バー。マルメ大学歯学部カリオロジー講座のダン・エリク
ソン教授の考案である

％
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
人

た
ち
に
比
べ
て
、
も
と
も
と
口
腔
内

の
健
康
状
態
が
悪
く
、
ま
た
、
収
入

や
言
語
の
問
題
か
ら
予
防
管
理
が
届

き
に
く
い
。
小
児
齲
蝕
の
二
極
化
は

１
９
９
０
年
代
か
ら
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
だ

に
解
決
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
も
続
く
課
題
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
若
年
者
の
歯
科
離
れ
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
第
８
回
に
述
べ

た
よ
う
に
、
無
料
の
歯
科
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
て
い
た
年
齢
を
過

ぎ
る
と
、
口
腔
内
に
問
題
が
な
い
の

に
、
急
に
歯
科
医
療
費
が
高
く
な
る

こ
と
か
ら
10
〜
20
％
の
若
年
者
が
未

来
院
で
あ
る
。
彼
ら
を
動
機
づ
け
る

こ
と
も
、そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。

フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ
ン

銀
へ
の
期
待

　

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
は
、
日
本
よ

面
齲
蝕
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
特
効
薬
と
し
て
フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ

ン
銀
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ま
だ
認
可
さ
れ
て
い
な

い
。
最
近
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
臨
床

試
験
に
限
っ
て
フ
ッ
化
ジ
ア
ミ
ン
銀

の
使
用
が
認
可
さ
れ
、
２
０
１
７
年

の
12
月
か
ら
、
高
齢
者
施
設
の
ハ
イ

リ
ス
ク
者
に
対
す
る
臨
床
試
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。
フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ
ン

銀
の
難
点
は
歯
を
黒
く
着
色
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
だ
が
、
十
分
な
歯
科
医

療
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
の
人
か

ら
、
根
面
齲
蝕
の
痛
み
を
除
け
る
の

な
ら
、
問
題
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。日

本
の
患
者
動
向
の

見
通
し

　

北
欧
の
歯
科
医
療
の
後
ろ
を
追
い

か
け
て
い
る
日
本
の
歯
科
医
療
の
未

来
に
つ
い
て
、
現
在
の
北
欧
と
比
較


